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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 9,750 -0.79 -0.03 4,061 0.64 -0.04

東 部 地 区 14,387 0.11 -0.05 5,636 0.42 -0.07

西 部 地 区 10,757 -0.93 -0.14 4,009 -0.24 -0.04

駅 南 地 区 6,313 -1.80 -0.37 2,654 -1.41 -0.56

半 田 地 区 3,628 0.72 -0.08 1,354 1.42 q

横 山 地 区 5,688 0.37 -0.05 1,874 1.51 0.05

茨 目 ・ 田 尻 地 区 7,003 0.32 0.04 2,345 0.68 0.04

荒 浜 地 区 5,113 -1.00 0.09 2,002 -0.24 0.20

そ の 他 地 区 20,904 -1.44 -0.13 7,174 0.09 0.00

西 山 町 地 区 6,316 -1.23 -0.01 2,131 -0.51 -0.09

高 柳 町 地 区 1,945 -1.96 -0.35 849 1.43 0.11

柏 崎 市 計 91,804 -0.74 -0.09 34,089 0.19 -0.06

刈 羽 村 4,905 -0.90 0.06 1,546 0.25 0.12

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,404 -1.58 -0.10 2,146 -0.46 -0.09

出 雲 崎 町 5,185 -2.24 -0.15 1,811 -0.71 -0.05

合        計 108,298 -0.87 -0.08 39,592 0.12 -0.06

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,030 30.37 109.77

月 間 有 効 求 職 者 2,312 40.12 49.74

月 間 有 効 求 人 倍 率 0.45 0.49 -0.03* 0.06* 0.13* 0.14*

*印は差し引き計算

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続きすべての市町村・地区で減少しており、柏崎市で６
８６人、０．７４％、刈羽村で４５人、０．９０％、小国地区（長岡市）で１０３人、１．５８％、出
雲崎町で１１９人、２．２４％とそれぞれ減少し、全体では９５３人、０．８７％の減少となった。ま
た、前月比においても、刈羽村で３人、０．０６％と増加したものの、柏崎市で８５人、０．０９％、
小国地区で７人、０．１０％、出雲崎町で８人、０．１５％と減少したことから、全体では９７人、
０．０８％の減少となっている。
　一方、世帯数は、前年同月比では小国地区で１０世帯、０．４６％、出雲崎町で１３世帯、０．７
１％と減少したが、柏崎市で６８世帯、０．１９％、刈羽村で４世帯、０．２５％と増加したことで、
全体では４９世帯、０．１２％の増加となった。また、前月比においては、刈羽村で２世帯、０．１
２％と増加し、柏崎市で２３世帯、０．０６％、小国地区で２世帯、０．０９％、出雲崎町で１世帯、
０．０５％と減少した結果、全体では２４世帯、０．０６％と減少している。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各市町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

　労働需給状況については、平成２２年１月までは「パートを除く常用」の計数を記載していました
が、当月(２月)からは「パートを含む全数」の計数を記載しますので留意願います。なお、前年同月比
については、平成２３年１月分まで、前月比では当月分が「パートを除く常用」との比較になります。
　景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを含む全
数）では、月間有効求人数が１，０３０人と前年同月比で２４０人、３０．３７％の増加、前月比でも
５３９人、１０９．７７％と増加している。
　一方、月間有効求職者数は２，３１２人と前年同月比で６６２人、４０.１２％の増加、前月比でも
７６８人、４９.７４％と増加した。
　以上の結果、月間有効求人倍率は０．４５倍となり、県平均０．４９倍と比べて０．０４ポイント下
回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを含む全数）については、月間新規求人数が４８９人と前年同月
比で１０１人、１７．１２％の減少、一方、月間新規求職者数も６１５人と前年同月比で１５０人、１
９．６１％と減少した結果、月間新規求人倍率は０．８０倍となり、前年同月の０．７７倍に比べて
０．０３ポイント改善している。



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 23 -15 8 366 -455

共 同 住 宅 1 1 1 10 4

事 務 所 0 -2 -1 9 -1

作 業 所 ・ 工 場 1 0 1 3 -15

営 業 建 物 2 -1 1 23 -6

公 共 建 物 1 1 1 3 2

そ の 他 8 0 4 95 -19

合       計 36 -16 15 509 -490

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 64,953 -0.77 -0.01 26,129 2.63 -11.57

電 力 11,164 -3.10 -0.23 41,675 16.57 3.34

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 1,902,029 1.47 8.58 674,641 -2.76 -1.08

営 業 用 332,668 2.67 2.27 115,142 0.00 3.12

工 場 用 789,914 33.35 1.86 125,022 -8.23 -7.54

官 公 学 校 用 712,253 2.31 -4.95 76,533 -2.11 2.16

そ の 他 45 21.62 -73.83

合       計 3,736,864 7.17 3.74 991,383 -3.13 -1.25

当　月　の　申　請

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市建築住宅課）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で５０７口、０．７７％の減少、前月比でも１０口、０．０１％と減
少している。一方、電力においても前年同月比で３５８口、３．１０％の減少、前月比でも２６口、
０．２３％の減少となっている。
　使用量は、電灯が前年同月比で６７１千kwh、２．６３％の増加となったものの、前月比では３，４
２１千kwh、１１．５７％と大幅に減少している。一方、電力においては、前年同月比で５，９２５千
kwh、１６．５７％の大幅な増加、前月比でも１，３４８千kwh、３．３４％の増加となった。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

平成22年2月の年度累計

　建築確認申請の状況は、当月の申請合計が３６件と前年同月比で１６件の減少となったものの、前月
比では１５件の増加となっている。工種別における主な増減は、一般住宅（併用）が前年同月比で１５
件の減少となったが、前月比では８件増加している。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が２４件、増築が６件、改築が６件となった。また、一般住宅
（併用）２３件における市内・市外施工業者別の確認申請の状況については、市内施工業者が１２件
（うち新築８件、増築２件、改築２件）、市外施工業者が１１件（うち新築８件、改築３件）となって
いる。

　柏崎地域でのガス供給量は、用途合計では前年同月比で２５０，１０２㎥、７．１７％の増加、前月
比でも１３５，０４７㎥、３．７４％と増加している。用途別内訳を見ると、前年同月比ではすべての
用途で増加、前月比では官公学校用を除くすべての用途で増加している。
　一方、水道給水量においては、前年同月比で３２，０３５㎥、３．１３％の減少、前月比でも１２，
６４１㎥、１．２５％の減少となっている。用途別内訳を見ると、前年同月比では営業用、その他を除
く全ての用途で減少、前月比では営業用、官公学校用を除く全ての用途で減少している。

【単位 ：　件】



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 69,934 1.26 -6.24 74,164 3.82 -3.18

西 山 32,130 -21.66 -4.99 28,594 -24.23 -6.23

米 山 13,614 -19.88 -6.36 12,981 -19.05 -1.68

合 計 115,678 -8.96 -5.91 115,739 -7.56 -3.79

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 363,781 2.70 1.05 151,932 -2.56 0.67

平 残 356,725 2.57 -0.55 148,887 -1.83 -0.30

８．手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 29,155 527.25 0.86

交 換 金 額 20,534 389.78 3.16

不 渡 り 手 形 枚 数 62 342.85 287.50

不 渡 り 手 形 金 額 44 420.08 129.44

【単位 ：　台、％】

（資料出所 ： 長岡手形交換所）

（資料出所 ： 柏崎市産業振興部観光交流課）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では、前年同月比で１１，３９１
台、８．９６％の減少、前月比でも７，２７８台、５．９１％と減少している。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で９，４７０台、７．５６％の減少、前月比でも４，５
６１台、３．７９％の減少となっている。
　インター別で見ると、前年同月比では西山・米山インターで入口・出口ともに大幅な減少、前月比で
はすべてのインターの入口・出口において減少している。

  預金は、末残が前年同月比で９，５７７百万円、２．７０％の増加、前月比でも３，８０７百万円、
１．０５％と増加している。平残は、前年同月比で８，９６８百万円、２．５７％の増加となったもの
の、前月比では１，９８６百万円、０．５５％と減少している。
　一方、貸出金は、末残が前年同月比で３，９９７百万円、２．５６％の減少となったが、前月比では
１，０２４百万円、０．６７％と増加している。また、平残においては前年同月比で２，７７７百万
円、１．８３％の減少、前月比でも４５５百万円、０．３０％の減少となっている。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

　柏崎手形交換所は、平成２１年３月３１日に廃止となり、新たに平成２１年４月１日から長岡手形交
換所に統合されたため、平成２１年４月分から長岡手形交換所による計数となっています。なお、前年
同月比については、平成２２年３月分までは柏崎手形交換所との比較になります。
　長岡手形交換所における手形交換高は、交換枚数が前年同月比で２４，５０７枚、５２７．２５％の
増加、前月比でも２５１枚、０．８６％と増加している。また、交換金額は、前年同月比で１６，３４
２百万円、３８９．７８％の増加、前月比でも６３１百万円、３．１６％の増加となっている。なお、
不渡手形は６２枚、４４百万円発生している。
　法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産４件（前年同月６件、前月６件）、負債総
額５億円（同３８億円、同１９億円）となっている。地区別では、下越地区で２件（新潟市２件）、上
越地区で２件（上越市２件）発生し、中越地区では発生していない。業種別は、建設業２件、販売業１
件、その他１件となっており、倒産原因については、販売不振が３件、経営者の病気・死亡が１件と
なっている。
　当月の企業倒産は４件、負債総額で５億円と、前年同月比では件数は２件減少、負債総額では３３億
円の減少となっている。なお、負債総額１０億円以上の大型倒産は発生していない。
　県内経済は、一部に持ち直しの動きがみられるものの、厳しい状況が続いている。企業における企業
収益及び景況感は下げ止まり傾向となっている。個人消費は、一部に明るさがみられるものの、目立っ
た回復には至っていない。当面は、緩やかな回復を期待するにとどまりそうだ。

入　     口 出　     口


